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デン錯体を合成した。まず( 1 )と CO との反応では新しい Mo(I)の複核錯体[陥2(t-BuS) 2(CO) 8]
を得た。この錯体はアセチレン類と容易に反応し，例えば Mo2 (t-BUS)2(CO)4( PhC = CPh)2 を与え
ることも分った。 1 とイソニトリルとの反応では高収率で二価錯体 [Mo(t-BuS) 2 (t-BuNC) 4] を与え
る。この二価錯体も反応性に富みアセチレン類と非常に容易に反応して，アルキン錯体 [Mo(t-BUS)2 四
(t-BuNC)2(RC==CR')](R=R'=H; R=Ph, R'=H; R=R'=Ph) を生じる。これらアルキン錯体
においてチオール配位子の存在はアセチレンのモリブデンへの配位結合を強化するに役立っているこ
とがX線構造解析などにより明らかにされた。 1 はさらにホスフィン (PMezPh) とも反応し，四価
複核錯体 [M0 2 S2(t-B uS) 4 (PMe2 Ph)2]を与えることが分かった。又 Mo-Fe-S の混合クラスター，







られていない。そこで，まず， Mo(t -BuS). を始めて合成し，構造を確立した。ついで，このものか
らイソシアニド，一酸化炭素，ホスフィンなどの配位子を含む Mo(I)， Mo( 11) , Mo( 町)のチオレート
錯体，さらにニトロゲナーゼの基質となるアセチレンを含むチオレート錯体を合成し，それらの構造
を X線解析により明かにした。また，ニトロゲナーゼコファクターのモデル化合物として Fe ， Mo, S, 
SR からなる混合クラスターを合成し，種々の物性を調べた。これら一連のチオレートを含む新しい
モリブデン錯体に関する構造，化学的物性の知見は錯体化学，ことに無機生物化学の新しい分野の開
拓に貢献するものであり，博士論文として価値あるものと認められる。
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